
平 成 2 2 年 度 第 3 回 常 務 理 事 会 抄 録  
日 時 ： 平 成 2 2 年 1 2 月 1 8 日 （ 土 ）  1 3： 0 5～ 1 5： 4 0  
場 所 ： 日 本 作 業 療 法 士 協 会 事 務 所 1 0 階 会 議 室  
出 席：中 村（ 会 長 ）、山 根、岩 瀬（ 副 会 長 ）、荻 原（ 事 務 局 長 )、大 熊 、

香 山 、 小 林 （ 毅 ）、 小 林 （ 正 ）、 土 井 、 早 川 、 山 本 （ 常 務 理 事 ）、 久 保

田 （ 部 長 ）、 小 賀 野 、 伊 藤 （ 委 員 長 ）、 高 木 （ 士 会 連 絡 協 議 会 長 ）  
Ⅰ .審 議 事 項  
1 .平 成 2 3 年 度 事 業 計 画 と 予 算 編 成 に つ い て （ 久 保 田 財 務 部 長 ） 各

部 署 よ り 次 年 度 の 活 動 計 画 と 予 算 が 申 請 さ れ た 。 予 算 申 請 総 額 を 現

時 点 で の 収 入 見 込 み 5 億 2 , 9 8 6 万 円 と 比 較 す る と 、 2 , 2 2 7 万 の 不 足

と な る 。部 ･委 員 会 と の ヒ ア リ ン グ を 踏 ま え 、財 務 部 案 を 作 成 し た が 、

な お 1 , 6 0 0 万 円 の 不 足 の 状 態 で あ る 。 こ の 報 告 に 対 し 、 ヒ ア リ ン グ

の 結 果 の 財 務 部 案 に つ い て 、 各 部 署 の 最 終 的 な 了 承 は と ら れ て い る

の か 、 広 報 部 予 算 の 削 減 、 事 業 部 の 喀 痰 研 修 会 の 削 減 等 に つ い て の

意 見 等 、 が 出 さ れ た が 、 大 枠 で 承 認 さ れ る 。 ヒ ア リ ン グ に お け る 財

務 、 三 役 の 意 見 に つ い て 部 ･委 員 会 で 検 討 し 、 1 月 の 運 営 調 整 会 、 2
月 の 理 事 会 で の 審 議 と な る 。  → 承 認  
2 .法 人 移 行 へ の 対 応 に つ い て  
1） 新 定 款 （ 案 ） に つ い て （ 荻 原 公 益 法 人 制 度 対 策 委 員 長 ） 1 月 1 7
日 の 内 閣 府 と の 調 整 に 向 け て 、 新 定 款 の 案 を 作 成 。 現 行 定 款 の 8 項

目 の 事 業 を 6 項 目 と し た 。  
2） 協 会 の 組 織 改 編 に つ い て （ 荻 原 公 益 法 人 制 度 対 策 委 員 長 ） 新 定

款 に 基 づ き 、 組 織 を 再 編 す る 。 現 行 の 活 動 形 態 を 大 き く 変 え る も の

で な く 、 組 み 合 わ せ を 変 え る 形 と な っ て い る 。  
3） 役 員 選 出 と 代 議 員 制 の あ り 方 に つ い て （ 荻 原 公 益 法 人 制 度 対 策

委 員 長 、 伊 藤 選 挙 管 理 委 員 長 ） 総 会 の 出 席 率 の 関 係 か ら 代 議 員 制 へ

の 移 行 が 現 実 的 対 応 と な っ て い る 。 代 議 員 選 出 方 法 と し て 均 等 配 分

制 と 比 例 配 分 制 の 2 案 が 提 示 さ れ た 。協 会 と し て は 均 等 配 分 制 を 考

え て い る 。 そ れ に 伴 い 役 員 選 出 方 法 も 2 案 提 案 さ れ た 。 現 行 の 役 員

選 挙 シ ス テ ム に 近 く 、 正 会 員 が 直 接 代 表 理 事 （ 会 長 ） 候 補 選 定 に 参

画 で き る 案 を 対 策 委 員 会 と し て は 推 し た い 。  
こ れ ら の 提 案 に 対 し 、 細 部 の 質 問 は 出 さ れ た が 、 今 後 検 討 に 入 る

こ と で 了 承 さ れ る 。  → 承 認  
3 .平 成 2 3 年 度 作 業 療 法 推 進 活 動 パ イ ロ ッ ト 事 業 助 成 制 度 先 行 結 果

に つ い て （ 岩 瀬 副 会 長 ） 京 都 府 、 神 奈 川 県 、 広 島 県 、 宮 崎 県 の 4 府

県 か ら 応 募 さ れ て い た が 、 11 月 2 0 日 の 委 員 会 に て 、 京 都 府 と 神 奈

川 県 が 採 択 さ れ た 。 3 年 間 継 続 の 京 都 に つ い て は 、 今 後 ど う 発 展 さ

せ て い く か 、 協 会 全 体 で 考 え る 必 要 が あ る 、 神 奈 川 県 に つ い て は 、

ほ か の 疾 患 へ の 応 用 を 検 討 し て ほ し い と い う 意 見 が 出 さ れ る 。 広 島

県 、 宮 崎 県 の 事 業 に つ い て は 、 重 要 な 事 業 で あ る の で 、 協 会 と し て



政 策 的 な 指 導 が 必 要 、 こ の よ う な 取 組 み が な さ れ て い る こ と を 会 員

に 知 ら せ る べ き 等 の 意 見 が 出 さ れ た 。  → 承 認  
4 .会 員 の 死 亡 退 会 に つ い て （ 荻 原 事 務 局 長 ） 長 野 県 の 町 田 誠 さ ん ：

本 年 1 月 に 亡 く な っ た が 、11 月 に 退 会 届 け が 出 さ れ た 。広 島 県 の 富

田 み な こ さ ん ： 1 2 月 に 亡 く な っ た 。  → 承 認  
Ⅱ .報 告 事 項  
1 .倫 理 問 題 事 案 № 3 9 へ の 対 応 に つ い て（ 中 村 会 長 ）本 年 7 月 に 起 き

た 臨 床 実 習 で の セ ク ハ ラ 事 案 の 対 応 に つ い て 説 明 。11 月 に 理 事 と 倫

理 委 員 長 が 調 査 ･確 認 を 行 い 、報 告 書 提 出 。こ れ を 受 け 、三 役 と し て

｢会 員 処 分 の 標 準 例 ･処 分 量 定 一 覧 ｣に 基 づ き 検 討 し 、本 人 は 反 省 も し 、

職 場 で の 処 分 も 受 け て い る こ と か ら 譴 責 処 分 と し た 。 事 案 が 増 え て

い る こ と か ら 、 協 会 の 姿 勢 を 会 員 へ 周 知 す る 必 要 が あ る 、 協 会 と 士

会 、 士 会 同 士 で の 処 分 量 定 に 格 差 が あ る の で 、 連 絡 協 議 会 や 合 同 研

修 会 で の 検 討 を 考 え た ら ど う か 等 の 意 見 が 出 さ れ た 。  
2 .渉 外 活 動 報 告  
1）同 時 改 定 に 向 け て の 情 報 交 換（ 3 団 体 会 議 、リ ハ 関 連 5 団 体 ）（ 中

村 会 長 ）関 連 5 団 体 で 、同 時 改 定 に 向 け て の 情 報 交 換 を 行 っ て い る 。

① 全 国 老 人 保 健 施 設 大 会 に て 協 会 役 員 と 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス

テ ー シ ョ ン 創 設 に つ い て 意 見 交 換 。 ② 4 団 体 よ り 、 11 月 2 6 日 に 民

主 党 岡 田 幹 事 長 宛 て に 、 同 時 改 定 に お け る 要 望 と し て 訪 問 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン ス テ ー シ ョ ン を 含 む 複 合 型 施 設 の 創 設 と 、 病 院 、 開 業 医

に よ る 共 同 利 用 を 目 的 と し た 単 独 型 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス テ ー シ ョ

ン の 創 設 の 要 望 書 を 提 出 し た 。 ③ 11 月 2 6 日 、 3 団 体 で 民 主 党 陳 情

要 請 対 応 本 部 を 訪 問 し 、 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス テ ー シ ョ ン に つ

い て 陳 情 。 ④ 民 主 党 医 療 技 術 者 政 策 推 進 議 員 連 盟 が 1 0 月 に 立 ち 上

が り 、 ヒ ア リ ン グ が あ っ た 。 介 護 老 人 保 健 施 設 に お け る リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン 専 門 職 の 人 員 配 置 基 準 の 引 上 げ 等 3 項 目 と 、別 枠 で 精 神 科

領 域 に 関 す る 精 神 科 急 性 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 整 備 等 5 項 目 の 要

望 を 行 っ た 。  
2） チ ー ム 医 療 推 進 検 討 に つ い て の 情 報 交 換 （ 特 定 看 護 師 、 チ ー ム

医 療 推 進 方 策 W G、チ ー ム 医 療 推 進 協 議 会 等 の 動 き ）（ 中 村 会 長 ）1 2
月 1 日 、 7 団 体 で 特 定 看 護 師 制 度 立 法 化 の 動 き へ の 対 応 の 検 討 を 行

い 、 民 主 党 幹 事 長 宛 て の 要 望 書 を 提 出 す る こ と と な っ た 。  
（ そ の 他 の 渉 外 活 動 報 告 は 書 面 に て 報 告 ）  
3 .第 4 6 回 作 業 療 法 全 国 研 修 会（ 高 知 会 場 ）ア ン ケ ー ト 集 計 結 果（ 書

面 報 告 ）  
4 . J D D 運 営 協 力 と 前 日 研 修 に つ い て （ 大 熊 理 事 ） 1 2 月 5 日 に J D D
ネ ッ ト の 年 次 大 会 が 神 戸 に て 開 催 さ れ た 。 保 健 福 祉 部 と し て は 1 0
名 の 部 員 が 運 営 に 協 力 し 、 部 と し て 前 日 に 研 修 会 を 開 催 し た 。  
5 .そ の 他  



1）｢平 成 2 3 年 度 議 案 書 ｣原 稿 依 頼 に つ い て（ 荻 原 事 務 局 長 ）原 稿 締

切 は 1 月 4 日 。8 日 に 三 役 会 に 提 示 、1 5 日 の 運 営 調 整 会 で 最 終 検 討 、

2 月 1 9 日 理 事 会 で 審 議 ･承 認 と な る 。 ま た 、 平 成 2 3 年 度 の 三 役 会 、

理 事 会 、 常 務 理 事 会 、 運 営 調 整 会 の 会 議 日 程 案 を 提 示 。  
2） W F O T 世 界 大 会 準 備 の 進 捗 状 況 に つ い て （ 山 根 副 会 長 ） 1 0 月 に

覚 書 が 交 わ さ れ 、 共 同 の 運 営 母 体 チ ー ム ジ ャ パ ン が 結 成 さ れ た 。 今

後 、 年 2 回 の 合 同 委 員 会 を 開 く 。 決 算 に つ い て は 双 方 が 責 任 を 負 う

形 と な る 。 同 年 の 国 内 学 会 は 世 界 大 会 に 置 き 換 え 、 定 期 総 会 を 期 間

中 に 開 く 形 で 成 立 と な る 。参 加 費 に つ い て は 2 月 の 会 議 で あ る 程 度

決 定 さ れ る 。  
以 上  


